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　 The 　cultivation 　 of 　BuPleuru7n ノ
’
alca 彦zam 　L ．　 whose 　 roots 　 are 　used 　 as 　 an 　important　 Chinese

drug，　 Ch’
ai・hu （Saiko），

　 has　 been　 studied 　to　 estimate 　 the 　 yields　 of 　 saikosaponins 　 which

represent 　the　pharmacological　activities 　of 　this　drug．

　The 　pot 　cultivation 　 of 　this　plant 　 showed 　 a　 fairiy　good 　develQpment　 of 　 fiber　 roots 　 in　 the

annual 　crop
，
　 which 　contain 　higher　 amount 　 of 　 biologically　effective 　 saikosaponins 　 a　 and 　d

than 　the　b量ennial 　 roots 　harvested　 in　the　field　 cultivation （see 　TABLE 　II　 and 　IH ）．

緒 言

　柴胡 の 原植物 と し て は ミ シ マ サ イ コ （BuP／eurum 　fatcatum　L，）が 主 に 用 い られ ， 本邦で は もと もと野生品が そ の

用に 供 せ られ て い た が ， 近年 ， ほ とん ど中国 ， 韓国か らの 輸入 に 頼 っ て い る現状 で あ っ て
2），そ の 栽培生産 の 確立が 急

が れ て い る．著者 らは 柴胡 製剤原料 と して の ミ シ マ サ イ コ の 栽 培 の 効率化 を試 み る こ とを 目的 と し て ， saikosaponin

の 液滴向流 ク ロ マ トグ ラ フ 法
2）

（droplet　counter −current 　chromatography ）（DCC ）に よ る定量
3）
を指標 とし栽培実験

を 行な っ た． ミ シ マ サ イ コ の 圃場栽培 に お い て 3 年生 まで 維持す る こ とが 根 の 十分な 発育 な どに 鑑み 望 ま し い とされ

て きた よ うで ある が
，

3 年次に 枯死す る もの が 多い こ とが 経験され て い る．そ こ で 成分収率 の 向上を 目途 と して 圃場

試験 と平行 して ポ ッ ト栽培試験を行ない 最適条件 の 発見に つ とめ た ，

実　験　方　法

　1．　 ミシ マ サ イコ の 栽培

　1973 年秋 に 武田薬品福知山農場で 採集 され た 種子 の 分与を うけ，それを 1974年 3 月下旬 か ら 4月上 旬に か け て ワ

グ ネル ポ ッ ト （1！5，000）お よび 圃場 に 播種 した ．圃場に お い て は 畦幅 60　cm
， 条播と した ．種子は ウス プ ル ン 1，000

倍 稀 釈 液に 2 時 間 浸 漬 した 後，陰乾に し用 い た ．播種 量 は 10a 当た り 1，800g ，基肥 は 圃場，ポ ッ トと もに エOa 当

た り堆肥 300kg，菜種油粕 30　kg，化成肥料 N ：P ：K ・・15 ： 15 ： 15 の 尿素系高度 6号 を 30　kg，追肥 は基肥と同 じ

化成肥 料を 生育 2年 次 発芽前に 15kg 施肥 し た．管理 は 適 宜 除 草 し，と くに 土 寄 せ 等は 行 な わ な か っ た ．収穫は 本来

地．．h部 が枯れ て か ら行 な うべ きで あろ うが ，一
般 に 野生 の もの を 採集す る時 は む しろ そ の 植物の 見分けや すい 時 に 行

な うか ら少 し甲・め と し，ポ ッ トで は 1974 年 10 月お よび 1975年 8 月，圃場 で は 1975 年 8 月 に 収穫 した ，収穫根 は水

洗後 ， 60℃ ， 24 時間熱風乾燥を行な っ た．

　2． 粗 サ イコ サ ポニ ン の 抽出

　細 か く粉砕 し た 試料 5〜20g を 2％ ピ リジ ソ を 含 有 す る メ タ ノ ール （150　ml ）で 4 時聞還流下 3 回抽出する．残渣

1）Location： a ）Elong’o ，　 Bunfeyo・ku，　 Tokyo 　113 ； b）　14791fata・inachi ，
　 Chiba．

2）木島正夫，宮川喬行，滝上雅博，生薬，28，161（1974）．
3）H ．Otsuka ，　S．　Kobayashi 　and 　S．　Shibata

，
　J．　 Med ．

，
　 Plant　Res．

，
　in　press，
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TABLE 　L　Growth　of 　Bupleurum　falcatum　L．

Cultivation　in

Field

Wagner 　pot

（1／5，000）

Total　 No ．
　 　 of

　 culture Blighted　　Pedunculated

　　　　 Qbserved 　iu　the 　Field　 and 　Pot　Experiments
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を洗 っ て 500ml とし減圧濃縮後，水 5001nlに 懸濁，水飽和 ブ タ ノ ール で 5 回 （500　ml 　x 　4 ；250　ml ）抽出 し，ブ タ ノ

ール 層 は 合 し水 洗 （500m1 ； 250　ml ）減圧 濃縮す る ，濃縮残 濟 を メ タ ノ ー
ル 2〜5　ml に 溶解 し，エ ー

テ ル （500　ml ）

中に 滴下 し，エー
テ ル 沈澱を行なう．沈澱を濾取乾燥 し粗 サ ボ ニン 画分 とす る．

　 3． DCC へ の試 料 添 加

　 自作 DCC
，

カ ラ ム 数 509 本 （1＝400　mm
， φ二1．65　mm ）， 理 論段 数 約 1， 000 段 を用 い た ．　 Chloroform ： Benzene ：

Ethyl　 acetate ： Methanol ： 水 を容積比 で そ れ ぞれ 45 ： 2 ： 3 ：60 ： 40 に 混 合振盪 し，暫 く放置，平衡に 達 しさせ た．

2 層 とな っ た 下層を 固定相 と し て 全体 に 充 嗔 した ，続 い て 試料約 30mg を 精杵 し，下層 3ml に 溶解 し て 添加 した ．

た だ ち に 上層を 移動相 と して 送液 （4．5ml ！hr） L て液滴を 上 昇 させ た．溶出 した 移動相 は 3ml ず つ
，
320 フ ラ ク シ

ョ ン ま で 分取した ．

　 4．　 定　量

　Fr，　NO ．1〜Fr．NO ，80 は テ ス トチ ューブ コ ア セ ン トレ
ー

タ
ー

で 直接減圧乾固 し，それぞれ水 6ml を加え，そ の う

ち 2m1 を 取 り定 量 に 用 い た。　 Fr．No．82 −一・Fr．　No．320 迄 は 1 本 お きに 同様に して 減圧乾固，水 2　 ml を 加え 定量 に

用 い た ，各 フ ラ ク シ
ョ

ソ 水溶液 に 5％（v ！v ） フ ェ ノ ール 1ml を 加 え ， 次い で 精密分析用濃硫酸 5　ml を瞬間的 に 滴

下 し発色 させ る，20 分 放 置 後，流水 に て 冷却 し 3 時間以内に 吸光度を 490nm で 測 定 し た （Hitachi　 model 　101

spectrQphetometer ）．検 量 線 に つ い て は 前報
4）

を 参 照 され た い ．

実　験　結　果

　TABLE 　I は 1 年次か ら 2 年次の 生育状況 の 変 化 を 砧 死 （blighted） した 株 数 と抽 台 （pedunculated） した 本 数 で 不 し

た もの で あ るが ，圃場栽培の も の は 適当に 100 本を 1 区画 として 5 区画を設定 し追跡 した ．ポ ッ ト栽培 に お い て も適

当本数発芽 した ロ ッ トを選 ん だ ．まず 圃場 栽培 で は 1 年 次 に 各 区画 100 本 の うち 10〜20 本が 枯死 し残 りの 数本が 抽

台を始 め た ，2 年次に 移 る と，’P一均的区画 と して 区画 皿 に つ い て 記せ ば ，100 本 の うち 35 本が 枯死 ， 残 り 65本 の 60

本が 抽台 し抽台率 は 92％ とな っ て い る ．他 の 区画 を み て も 30〜40％枯死，残 りの 90％ を越え る 本数が 抽台を始 め

て い る．3年生育とい う目的をみ た すた め に は摘芯 ， 抽台地 一ヒ部の 苅取等の 方法が 試み られ て い る が ，抽台を一応植

物に おけ る世 代 の 更新とみれ ば， ミシ マ サ イ コ も 2 年次 で 収穫す る こ とが 望 ま L い と考え られ る．

　ポ ッ ト栽培品の 場 合 もほ ぼ 同 様 の 結 果 を示 し，2 年 次 で は 生ぎ残 っ た 株の ほ と ん どが 抽台 を し て い る ．

　圃場に て 2 年栽培 した 収穫品 は 太 さは
一

般市場 品 とほ ぼ 同等 で ある が，質は 少 し堅い よ うに 思わ れ る．ポ ッ ト栽培

品 は 1 年生，2 年牛 と もに 細根 の 発達が著 し く，同 じ 2 年生 の 主根 を 圃場栽培 の もと比較す る とか か な り小柄で あ D，

圃場 栽培した も の は 収穫時に 細根 ま で 完全に 掘 り起す こ とは 困難 で あ る．圃 場 栽培品 2 年生 の 場 合 ，乾燥重墨：比 で 主

根 76％，細根 249 ，ポ ッ 1・栽培品 1 年生主根 66％，細根 34％，2 年生主根 43％ ， 細根 56％ とい う割合 で得ら

れ た が
，

こ の 場合 の 主根，細根 の 区 別 は 明確 で は な い の で ，大 よそ の 割合で あ る．

　TABLE 　II で は 収穫量 ， 歩留 りを調査 した ，こ れ は 調査面積 が 少 々 少な い 欠点は あ るが ，
10　a 当た ワに 換算す る と

圃 場 栽 培 2 年生 の もの で は 37kg の 収穫 が あ り，1年生ポ ッ ト栽培 で は 35　k9，24　k9，2年 生 ポ ッ トで は 45　kg，・　43

  と な る．こ こ で肥 料 の 組成 の 相異 に よ リポ ッ ト 1 年生 の 収穫量に 11   の 差 が み られ る こ とは 誠 に 興味深い ．す
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TABLE 　II，　 Yield　 of 　the 　Roots　of 　Bitpleurtt・m プ認 cα彦u7il　L．　 Harvested　in　the 　Pot　Experiments

Field　biennial　1，65　a

Wagner　Pot（1／5，000）10　Pots
AnnualWagner

　Pot （1／5，000）10　 Pots
Biennia1

Fresh　 weight 　 Dry 　 weight （g）　 Yield（％）

　　 （a ）　　　　　　　　　　（b）　　　　　　（b／a ）× 100
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TABLE 　III．　 Yields　 of 　 Saikosaponins　 Isolated　 from 　 Bupleurttm 　 Ro 〔，ts

　　　　　 Obtained　 by　 the　 Cultivation　 Experiments　 in　Comparison
　　　　　 with 　Those 　Com 皿 ercially 　Available

Compound

Compound

SingleCompound

Compound

Cultivation Part

Ratio　
of 　　　　　　　 Saikosaponins

l謝甥 澤鞭。

Saikosapon1ns

　mg ！lOOg　of

whole 　 roots

ad

　　 Saikosapenins
　　　　 gflO　a

c 　　 a　　 d　　 c

Fieldbiennial

Wagner　Pot

annual

main 　 roots

丘ber　roots
6
」
472

1．26　　 131

3．39　　 47869

　　 97
　 　 　 　 　 214　　103　　134　　　79　　　38　　　50
214　 253

maln 　 peots

丘ber　r〔〕ot8

ハ
0463 3．02　　　478　　327

4．97　　 1059　　 421416
　 　 　 475 　　 359　　 382　　　166　　　126　　 134
315

Wagner 　pot　 mam 　 roots

biennial　　　　　　fiber　roots
3645 1．19　　　106　　　80

4，29　　　597　　 223132
　 　 　 380
276

159　　211　　167　　　70　　　93

Commercial　 product
haエvested 　in　 Shizuoka

Commercial 　 product
imported　from 　China
Commercial 　product
BitPleuプ um 　 longiradiα ttt〃 1・

2，06　　　280　　 213　　277

1，34　　　189　　　92　　　114

1，86　　　166　　／11　　 141

なわ ち複合肥 料あ る い は 化成肥料類 に は 増量剤 が 含 まれ るが，こ の 増量剤に よ っ て 肥料の 性質も変化す る．また ポ ッ

ト 1年 生 の 収量 35k9 に く らべ て ポ ッ ト2 年生 の 収 量 45　kg で ， こ の 間 1年生 は 2 回収穫 で ぎる か らそ の 総収穫量

は 70kg とな る こ とに 注 凵 した い ，

　TABLE 　IIIは 以 上 の 栽 培 品 の サ イ コ ポ ニ ン 含量 を DCC で 分析 し た 結果で あ り，　ド段 に 参考と し て rl∫場品柴胡の

サ イ コ サ ポ ニ ソ 含量 が 記 載 して あ る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　 察

　TABLE 　III に よれ ば， い ずれ の 場 合 もそ の 細恨部 に 多量 の サ イ コ サ ポ ＝ ン の 含有が 認め られ ， さ らに 薬理的に 有

効
4〕

な saikosaponin 　a ，d に 注 目すれ ば ポ ッ ト栽培 1年生細根部に それ らが 大量に 含有され て い る こ と が わ か る．

10　a 当た りの 柴胡収穫量か ら算出 し た saikosaponin 　a
，
d の 得 量 は ポ ッ ト 1 年生 saikosaponin 　a　l669

，
　 d　1269 ，

2 年生 で は saikosaponin 　a　167　g ，　 d　70　g とな り， 前述の ご とく，1年生栽培品 の 収穫量は 2 年間で は 倍 に な る こ と

を 考 え る と， 1年生 の 方が は る か に 有利 とな る ．と くに saikosaponin 生 産 収 量 に つ い て い うな らば，圃場 栽培 よ り

ポ ッ トあ るい は そ れ に 準ず る方法 で 短期栽培し，細根を よ り多 く収穫す る よ うに 努力 した 方が有利であ る と考え られ

る．
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